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ダイセル化学工業株式会社

透明封止材「セルビーナス」上市の件

　ダイセル化学工業株式会社（本社：大阪市、社長：小川大介）は、自社開発の透明封止材「セルビーナス」の本格販売を開始いたしました。

　このたび上市したのは、当社の脂環式エポキシ化合物「セロキサイド 2021P」をベースとしたLED（発光ダイオード）用封止材で、光によって劣化せず、長期間に亘って透明性を維持できる脂環式エポキシ化合物の特長を活かした製品です。

　当社は、従来より脂環式エポキシ化合物「セロキサイド 2021P」をLED用封止材の原料として供給してまいりましたが、LED市場が急拡大する中、市場のニーズをより的確に把握した製品開発をしていくにはLEDメーカーと直接取り組むことが不可欠と判断して2005年にLED用封止材の自社開発に着手、2009年4月よりサンプルワークを開始し、良好な評価結果を得ております。

　現在、原料から開発できる強みを活かし、脂環式エポキシ系LED用封止材の一層の高性能化のみならず、他素材をベースとした封止材の開発にも取り組んでおります。透明封止材として他用途の展開も視野に入れておりますが、まずは高性能なLED用封止材のラインナップの確立を目指しております。

　なお、今後も、封止材原料としての脂環式エポキシ化合物の安定供給は継続してまいります。当社は、原料と封止材の両面からLED市場の拡大に貢献し、お客様とともに成長してまいりたいと考えております。
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